
次世代ホームネットワーク実証実験の概要

将 来 展 開 実 証 実 験

参考資料２

マルチプラットフォーム、マルチプ
ロトコル、マルチベンダ状況におい
て、サービスから機器までの相互
接続 ネ トワ クサ ビスの連携

将 来 展 開

１．期日・場所
平成２０年３月５日（水）～７（金） （※６日公開実証実験）
けいはんな ＮＩＣＴ知識創成コミュニケーション研究センター

実 証 実 験

接続、ネットワークサービスの連携
などの技術的な検証を行う。

このような実験を通じて複数の
サービス事業者 通信･放送事業者

２．目 的
家電のデジタル化やネットワークのブロードバンド化、ＩＰ化の進展を踏まえて、多様なサー

ビスが期待されているホームネットワークについて、安心安全に高度なサービスが利用でき
る う 開発 標準化 普 啓発等を推進 導 環境を整え 行く必 がある れを推

け は な 知識創成 ケ ション研究 ンタ

サ ビス事業者､通信 放送事業者
及び家電・通信機器メーカ等が参
画して各種ネットワークサービスの
提供をホームネットワークを通して
可能とするマルチサービスの推進

るように、開発・標準化・普及啓発等を推進し導入の環境を整えて行く必要がある。これを推
進するにあたり、ユースケースに基づいたホームネットワークの実証実験を行い各種ネット
ワークサービスの提供がホームネットワークを利用して可能となることを検証する。

３ 主催者・参加団体等
を図る。

３．主催者 参加団体等
主催者 ： 総務省、次世代ＩＰネットワーク推進フォーラム、ＮＩＣＴ
参加団体 ： 家電・通信機器メーカ、通信・放送事業者、サービス事業者、研究機関、学識

経験者 等マルチ
サービス

等連携の

第１ステップ（18年度）
複数種類のデバイスに対して、

既存プロダクトを中心に接続検証

第２ステップ（19年度）
２．主な内容

セ ミ ナ ー
一部を

実施

１．期日・場所 平成２０年３月６日（木） １３：３０～ けいはんなプラザ

第２ステップ（19年度）
実用化を視野にした接続デバイ

スの拡大、サービスアプリの拡大

第３ステップ（20年度）
複数キ リアによるマルチサ

主な内容

基調講演 「次世代ホームネットワークが実現する社会」
次世代ＩＰネットワーク推進フォーラム ホームネットワークＷＧ リーダー

丹 康雄 氏（北陸先端技術大学院大学教授）

特別講演 「ホームネットワークの標準化の重要性と動向」
松 電器産業（株）シ 櫛木 好明 氏複数キャリアによるマルチサー

ビスの展開
松下電器産業（株）シニアフェロー 櫛木 好明 氏

特別講演 「ユビキタスネットワーク時代のデジタルライフスタイル」
マイクロソフト（株）業務執行役員 デジタルライフスタイル推進戦略担当 佐野 勝大 氏
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本年度の実証実験のイメージ

ネットワーク群

実アプリケーション

災害情報
サービス提供者

何でもつながり 誰もが参入可能なサ ビスシステムの実現

UOPF13 【どのような家電でもつながり、様々なサービスを自由に利用可能】

ＮＧＮ
ＰＳＴＮ

介護サービス
事業者

・

コンテンツ
サービス事業者

・ 何でもつながり、誰もが参入可能なサービスシステムの実現
・ 白物・AV機器などあらゆる家電機器等を連携させたサービスアプリケーションの実証

白物家電系 住設系

模擬 Internet

（L2,L3）・・・

擬似アプリケーション

ど

OSGi

ＡＶ家電系

  
その他

ホーム
セキュリティ

コールセンター
Internet

DSL・光

・・・

など

センサー系

その他

地域コミュニティ
サービス

CATV

・・・ 【白物家電系】
・ 主に白物家電を対象とした軽量・低コストで様々なサービスECHO 白物家電系

【様々な技術規格やサービスの高度化】

パ－トナーと実験

モバイル

CATV

 

 

システムの実現

【AV家電系】
・ 映像系コンテンツサービスとAV機器の連携技術の実現
・ QoS、QoE、伝送容量等、映像ザーバ等が普及した環境の
課題

TA 非IP系

UPnP
（DLNA）

NET

ＡＶ家電系

【その他】
・ 安心・安全に向けた家電サービスの実現
・ ネットワークエコ技術の実現に向けて
・ 伝送系（無線LAN、PLC等）
・ センサー・ロボット系

TA 非IP系

その他

・・・
など

・・・・・・



最終的な実現イメージ

・ サービス連携・マルチサービスの実現を視野にした接続デバイスの拡大、サービスアプリの拡大

マルチサービス事業者 携帯電話
別宅/外出先

サ ビス連携 マルチサ ビスの実現を視野にした接続デバイスの拡大、サ ビスアプリの拡大
・ ホームネットワークによる住宅設備・家電機器等の相互接続の実証

様々な宅内ネットワークの協調

介護
サービス

TV

DVD

PC

ホームゲートウェイ
（ＨＧＷ）

様々な宅内ネットワ クの協調
有線・無線ＬＡN、ＰＬＣ、
同軸、ＩＰ/非ＩＰ・・・・

様々な機器の接続

住宅設備機器
人・機器・ネットワーク
のプロファイル管理

携帯電話
プラットフォーム

模擬
コールセンター

マルチ（通信）
プラットフォ ム

ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙサーバ

熱 水（給湯 暖房 お風呂）

光（照明）
ホームゲートウェイ

（ＨＧＷ）

中間プロバイダ
サービス事業者

メーカー
保守サービス

プラットフォーム 熱、水（給湯・暖房・お風呂）

インターフォン、窓、カーテン

センサ、アクチュエータインターネット

ルータ
(有線/無線)

（ＨＧＷ）

プロバイダ
サービス

ホーム
セキュリティ

地域コミュニティ

Ｖ－ＬＡＮ
（L2 L3）

(OSGi)

モデム
ＤＬＮＡ 等

ＡＶ家電

自治体
サービス

地域コミュニティ
サービス

（L2,L3）

エコーネット 等

白物家電

ＣＡＴＶ ＮＧＮ等

セットトップボックス

（ＳＴＢ）

コミニケーション機器 等サービス事業者
（擬似システム）

・
・
・

通信キャリア等

ＣＡＴＶ、ＮＧＮ等

マルチプロトコル
ホームゲートウェイ

実現イメージ① 高度な介護サービス利用と負担の軽減

ビ➢ 事前情報の提供による効率的な介護サービスを可能に

（１） サービス事業者 ： 介護サービス事業者、医者、栄養士
（２） 連動する家電機器端末 ： 冷蔵庫 TV IP電話 PC プリンター 体温計 血圧計 尿検査 等（２） 連動する家電機器端末 ： 冷蔵庫、TV、IP電話、PC、プリンタ 、体温計、血圧計、尿検査 等
（３） 想定される効果

・ 計画的な作業を可能に （ホームヘルパー労働の負担の軽減）
・ 医療機関との連携による効率化（基本検診（血圧等）、ネット診断（処方箋）、医薬品のデリバリー）
効率的 時 分に ビ 向上 （ 客満 度 向上）

所属する介護サービス会社からは 現地到着から１時間
現 状

事前に介護会社からＢさんの介護情報があるので １時間でも

・ 効率的な時間配分によるサービスの向上 （顧客満足度の向上）

実現イメージ
所属する介護サービス会社からは、現地到着から１時間

以内で食事、掃除を完結する規則になっているが、完了で

きないことがしばしば・・・

事前に介護会社からＢさんの介護情報があるので、１時間でも

十分な介護が可能に、また、医療機関との連携も容易に

介護サービス会社介護サービス会社
Ｂさん宅スケジュール

Ｂさんの食材情報

医者・栄養士
健康診断・処方箋

Ａさん宅

ＩＰ網 等ＩＰ網 等

Ａさん宅
介護依頼 Ｂさん宅

スケジュール

１７：００介護開始

体温、血圧、血糖値、薬品残量
Ｂさんの食材情報
レシピ情報
購入する食材情報

インシュ

リン等

食材

ホームネットワーク
ＩＰ網 等ＩＰ網 等 ホームネット

ワーク

１７：０３

食材が足りない

１７：１５

薬・食材購入 事前に食材購入

スーパーマーケットスーパーマーケット

１７：３０ 到着・食事準備
１７：４５ 調理終了・食事介護
１８：００ 食事終了
超過 後片付け・掃除

１７：００ 介護開始・食事準備
１７：１５ 調理終了・食事介護
１７：３０ 食事終了・後片付け
１７：４５ 掃除



➢ ホ ムネットワ クによる家電情報の共通管理によるコ ルセンタ のワンストップサ ビス

実現イメージ② 家電などの故障対応コールセンター

➢ ホームネットワークによる家電情報の共通管理によるコールセンターのワンストップサービス

（１） サービス事業者 ： コールセンター、各家電メーカー、コンテンツ配信会社、通信事業者
（２） 連動する家電機器端末 ： 家電情報管理サーバ、接続される全ての機器（エラー情報の有無）
（３） 想定される効果（３） 想定される効果

・ 1箇所に連絡すれば、万事解決！機械音痴でも心配無し！（顧客満足度の向上）
・ 適切なクレーム対応（対応時間の短縮）
・ オペレータの集中配置による必要最小限のコスト（人的資源の有効活用）

現 状 実現イメージ

オ レ タの集中配置による必要最小限の ト（人的資源の有効活用）
・ 地域の代理店等の効率的な活用（地域産業の創出・活性化）

一般人が、ネットワークや端末毎に故障状況を把握し内容

を電話で伝えることは困難

ネットワークで故障箇所を自動的に特定、原因を絞り込んだ上でき

め細かな対策が可能

実現 ジ

近所の家電店

家電の

共通の ルセンタ

ルータの異常ですね
お近くの担当者が訪

問します

お客様ごもっと
もですが原因

が・・・

登録ユーザ情報
故障検知情報
メンテマニュアル

家電メーカ Ｂ

家電メーカ Ａ

家電の
メンテ情報

家電の
メンテ情報

地元はお任せ

家電メーカ Ｂ

家電メーカ Ａ

WebTVが写らない
どこが悪いのか

わからん何とかしろ!! 共通のコールセンター 問します

他はちゃんと写
るんですがね

回線は良好
ですね

家電メーカ

家電メーカ C

故障検知情報
・発生箇所
・エラー情報

家

家電の
メンテ情報

番組配信情報 ＩＰ網

わからん何とかしろ!!

ホームネットワーク既存LAN等

×
コンテンツ配信会社

るんですがね

ＩＰ網

通信事業者

ＩＰ網

通信事業者

×
コンテンツ配信会社

家電情報
管理サーバ

× エラー
番組配信情報 ＩＰ網

故障情報

➢ 緊急地震速報と家電情報の連携による安心・安全

実現イメージ③ 緊急地震速報との連携による地震初期対応の自動化

緊急地震速報と家電情報の連携による安心 安全

（１） サービス事業者 ： 緊急地震速報の発進事業者（通信・放送事業者等）、家電メーカー、住宅設備メーカー
自治体、防災関係者、ライフライン（電気・ガス・水道等）

（２） 連動する家電機器端末 ： テレビ、ストーブ、コンロ等（火気類）、センサー、アクチュエータ（窓・戸の開閉）等
（３） 想定される効果
・ ＴＶ等の情報源は自動的にＯＮ、火気類はＯＦＦ、必要な窓・戸は開放（ドア地震の初動対応を、素早く自動的に実施）
・ 家屋の倒壊や通信の寸断等をセンサーで把握、被災情報は自動的に自治体で集約（迅速な被災状況の把握）
・ 自動的に被害の大きな地域への通信路の優先、その他の地域は、低トラフィックで簡易な安否確認（被害地域の情報の優先）

現 状 実現イメージ

・ 震度確定の段階で、明らかに被害の少ない地域は速やかに復旧、被害が想定される地域は、ガス漏れ、漏電等センサーで

検知してから復旧（正確に災害状況の把握、安全な復旧）

ネットワークにより連動することで、災害発生から状況把握・対策・

復旧までを強力にサポート

緊急対応、備えていても・・・・
実現 ジ

ガラスが飛散

地震直後に
停電 カーテンクローズ

（ガラスの飛散防止）

家電で状況把握

（電源・温度・人感ｾﾝｻｰ
在住を把握）

とにかく
逃げろ!!

火災発生

（ガラスの飛散防止）

ガス漏れ無し

（電化製品の復旧
を制限）

ｽｲｯﾁON！
電池に切り替え

（揺れる前に電
源を切り替え）

で人の在住を把握）

逃げろ!!
玄関Ｏｐｅｎ！

（脱出路の確保）

電源入らず

水道断水
ストーブＯｆｆ！

（揺れる前に停止）

カズＯｆｆ！
（揺れる前に閉栓）

ｽｲｯﾁON！
（すみやかに情報を提供）


